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第
　
回
323

9
月
定
例
会

第
3
2
3
回
定
例
会
を
9
月
10
日
か
ら
27
日
ま
で

開
会
し
、
人
事
案
件
1
件
、
条
例
制
定
・
改
正
3
件
、

補
正
予
算
4
件
、
報
告
1
件
、
そ
の
他
5
件
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決
算
を
特
別
委
員
会
で
審

査
し
（
詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
）、
本
会
議
で
認
定
し
た
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
審
査
は
特
別
委

員
会
へ
付
託
し
た
。

周
年
の
記
念
事
業
に
係
る
、
記

念
品
・
Ｃ
Ｄ
の
製
作
費
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク

な
ど
の
報
償
金
。

【
大
野
山
管
理
運
営
費
】

７３
万
７
千
円
増
額

落
雷
に
よ
り
猪
名
川
天
文
台

の
観
測
機
な
ど
に
故
障
が
生
じ

た
た
め
、
修
繕
す
る
も
の
。

【
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
費
】

１４８
万
５
千
円
増
額

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
点
灯
盤
、
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
を

修
繕
す
る
も
の
。

10
月
７
日
で
任
期
満
了
と
な
る
監
査
委
員
に
、

長
島
　
久
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
。

任
期
は
20
年
10
月
７
日
ま
で
。

【
臨
時
職
員
賃
金
】

約
２１
万
円
増
額

猪
名
川
台
地
域
の
地
籍
調
査

が
終
了
し
、
地
域
の
要
望
も
あ

り
字
区
域
を
変
更
す
る
た
め
、

事
務
補
助
に
係
る
賃
金
。

Q

住
所
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

る
個
人
負
担
と
手
続
き
は
。

A

役
場
関
係
の
権
限
で
で
き

る
も
の
は
、
自
動
的
に
変
わ
る

が
、
免
許
証
・
学
校
・
郵
便
局

な
ど
の
手
続
き
は
、
個
人
で
負

担
。
費
用
は
場
合
に
よ
っ
て
か

か
る
も
の
も
あ
る
。

【
保
育
所
運
営
事
務
費
】

４５３
万
3
千
円
増
額

管
外
保
育
所
の
入
所
者
が
当

初
予
定
の
１
名
か
ら
５
名
に
増

え
た
た
め
、
管
外
保
育
委
託
料

を
増
額
す
る
も
の
。

Q

管
外
保
育
増
の
要
因
は
。

A

川
西
市
内
で
認
可
保
育
所

が
増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
受

け
入
れ
可
能
と
な
っ
た
。

【
町
制
５０
周
年
記
念
事
業
費
】

２３７
万
円
増
額

17
年
４
月
に
迎
え
る
町
制
50

監
査
委
員
に
長
島

久
氏
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「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
」
を

求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

・
連
合
川
西
・
猪
名
川
地
区
連

絡
会

・
猪
名
川
町
教
職
員
組
合

（
紹
介
議
員
）

福
田
長
治
・
関
口
功
男
・
切
通

明
男
・
下
坊
辰
雄
・
新
賀
　
保

・
中
島
孝
雄

本
会
議
で
「
採
択
」

郵
政
民
営
化
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書

（
請
願
者
）

・
福
井
　
弘

（
紹
介
議
員
）

道
上
善
崇
・
福
井
昌
司
・
南

初
男
・
時
h

巖

総
務
企
画
常
任
委
員
会
に
付
託

し
、
審
査
。「

採
択
」

本
会
議
で
「
採
択
」

受
理
し
た
請
願

郵政事業民営化に関する
意見書（要旨）

郵政事業の民営化を検討するに当たっ

ては、郵政事業が地域において果たして

いる公共的・公益的そして社会的役割の

重要性にかんがみ、サービスの充実と利

便性の向上など、利用者の立場に立って

諸機能の発揮が十分なされる方向で検討

されるよう強く要望する。

「義務教育費国庫負担制度の堅持」
を求める意見書（要旨）

憲法で保障されている義務教育を受け
る権利、受けさせる義務を具体化させる
ために、国が必要な経費を負担すること
によって、教育の機会均等とその水準の
維持向上をはかる制度として定着してい
るため、次の事項を要望する。
１．現行の義務教育費国庫負担制度を堅
持し、義務教育費国庫負担金の削減を行
わないこと。



９
月
14
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
付
託
議

案
を
審
査
。

法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
法

定
外
公
共
物
の
管
理
及
び
使
用

料
の
徴
収
に
関
す
る
規
定
を
定

め
る
も
の
。

Q

法
定
外
公
共
物
の
対
象
は
。

A

水
路
、
里
道
、
白
地
、
法

敷
、
堤
、
岸
な
ど
で
あ
る
。

Q

農
業
用
の
里
道
、
水
路
な

ど
は
地
域
で
維
持
管
理
し
て
い

る
が
、
許
可
及
び
許
可
内
容
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
よ
い
の
か
。

A

地
域
で
維
持
管
理
さ
れ
て

い
る
字
限
図
上
の
農
業
用
水
路

は
、
法
定
外
公
共
物
に
含
む
も

の
と
し
、
大
き
く
変
更
さ
れ
る

も
の
は
、
地
域
と
の
協
議
ま
た

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

Q

譲
与
を
受
け
る
公
共
物
の

調
査
時
点
は
。

A

今
回
の
調
査
は
、
法
務
局

に
あ
る
公
図
に
つ
い
て
13
年
度

に
調
査
し
た
も
の
を
使
用
す
る
。

そ
の
後
の
変
更
は
、
更
新
し
て

い
る
。

Q

実
態
が
字
限
図
と
相
違
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

A

相
違
す
る
も
の
は
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
す
る
。

Q

今
回
の
条
例
が
制
定
さ
れ

て
、
以
前
と
変
わ
る
こ
と
は
ど

の
よ
う
な
点
か
。

A

こ
れ
ま
で
と
取
り
扱
い
が

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
申

請
行
為
は
町
で
受
け
ら
れ
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）
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建
設
環
境�

法
定
外
公
共
物

法
定
外
公
共
物�

管
理
条
例
を
制
定

管
理
条
例
を
制
定�

法
定
外
公
共
物�

管
理
条
例
を
制
定�

町が管理することとなる法定外公共物

法定外公共物とは
道路法・河川法・その他特別

の法令の規定の適用又は準用を
受けない小さな河川、湖沼、た
め池、水路、里道、公共物など、
町が権原に基づき管理するもの
をいう。

※
―
―
―

※
―
―
―
―
―

「
白し

ろ
地じ

」
地
番
が
つ
い
て
い
な
い
土
地
。（
国
有
地
）

「
字じ

限げ
ん
図ず

」

法
務
局
に
備
え
付
け
の
登
記
簿
に
記
載
さ

れ
て
い
る
地
番
図
。

「
権
原

け
ん
げ
ん
」

行
為
を
正
当
化
す
る
法
律
上
の
原
因
。

――――

※



９
月
13
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
付
託
議

案
を
審
査
。

職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
に
関

す
る
手
続
及
び
効
果
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
が
解
散

し
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
中
か

ら
削
除
す
る
も
の
。

Q

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
の
解

散
に
よ
り
、
職
員
の
待
遇
は
ど

う
な
る
の
か
。

A

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
へ
派

遣
の
職
員
２
名
に
つ
い
て
は
、

一
元
化
と
な
っ
た
社
会
福
祉
協

議
会
に
派
遣
し
て
い
る
。
待
遇

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
町
の

給
与
体
系
を
参
考
に
定
め
て
お

り
、
本
人
に
不
利
益
に
な
る
こ

と
は
な
い
。

Q

ゆ
う
あ
い
福
祉
公
社
は
４

月
に
一
元
化
さ
れ
て
い
る
の
に
、

条
例
改
正
を
今
す
る
の
は
な
ぜ

か
。

A

調
査
が
遅
れ
て
十
分
に
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
ゆ

う
あ
い
福
祉
公
社
の
解
散
に
伴

う
精
算
が
７
月
中
旬
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
条
例

改
正
と
な
っ
た
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

９
月
15
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
委
員
会
を
開
会
。
付
託
議

案
を
審
査
。

現
在
の
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
猪
名
川

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
、
財
団
法
人

ブ
ル
ー
シ
ー
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
財
団
か
ら
無
償
譲
渡
を

受
け
る
た
め
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
と
、
駐
車
場
使
用
料
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
、
今
後
、
名

称
は
「
猪
名
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
」
と
な
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）
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総務企画�

ゆうあい福祉公社をゆうあい福祉公社を�
社会福祉協議会に統合社会福祉協議会に統合�
ゆうあい福祉公社を�
社会福祉協議会に統合�

文
教
厚
生�

温
水
温
水
プ
ー
ル
が
ル
が�

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
町

財
団
か
ら
町
へ
譲
渡
譲
渡�

温
水
プ
ー
ル
が�

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
町
へ
譲
渡�

ゆうあい福祉公社の事業を受け継いだ社会福祉協議会



委員会の活動報告�

９
月
10
日
の
本
会
議
に
「
15

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
。

９
月
17
日
、午
前
10
時
か
ら
、

委
員
会
を
開
会
し
審
査
。

Q

自
己
水
の
有
効
活
用
が
言

わ
れ
る
中
、
自
己
水
の
量
、
比

率
が
年
々
低
下
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
計
画
人
口
と
実
際
の

人
口
が
大
き
く
か
け
離
れ
て
い

る
が
。

A

県
水
（
一
庫
ダ
ム
の
水
）

は
、
契
約
に
よ
り
一
定
の
責
任

水
量
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

水
量
だ
け
で
見
る
と
、
自
己
水

（
日
量
２，
２
０
０
ト
ン
）
を
１
０

０
％
活
用
す
れ
ば
安
く
な
る
よ

う
に
思
え
る
が
、
県
水
を
使
う

こ
と
に
よ
り
、
１
ト
ン
あ
た
り
の

単
価
は
下
が
る
と
試
算
し
て
い

る
。
逆
に
県
水
の
使
用
量
が
責

任
水
量
を
大
き
く
下
回
れ
ば
、

町
全
体
と
し
て
の
１
ト
ン
あ
た
り

の
単
価
が
高
く
な
る
。

人
口
に
つ
い
て
は
、
町
総
合

計
画
の
６
万
人
か
ら
下
方
修
正

し
て
い
る
が
、
施
設
は
６
万
人

対
応
の
体
系
で
動
い
て
い
る
。

自
己
水
を
増
や
し
て
県
水
を
減

ら
す
こ
と
が
料
金
体
系
上
良
い

と
は
限
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

県
水
受
水
量
の
申
し
込
み

切
り
替
え
は
何
年
に
あ
る
の
か
。

ま
た
、
県
水
受
水
の
今
後
の

考
え
は
。

A

今
回
申
し
込
み
の
日
量
１

万
１
０
０
ト
ン
は
、
16
年
度
か
ら

19
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
あ
り
、

次
の
見
直
し
は
20
年
度
。
１
万

１
０
０
ト
ン
を
越
す
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
県
で
は
料
金
体

系
の
見
直
し
を
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
に
あ
わ
せ
、
町
の
人
口

を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

Q

自
己
水
施
設
の
維
持
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

A

貴
重
な
自
己
水
と
し
て
、

今
後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
。

緊
急
時
に
は
、
一
人
あ
た
り
１

日
３
リ
ッ
ト
ル
と
し
て
、
町
の
全
人
口

を
賄
え
る
も
の
で
あ
り
、
災
害

に
備
え
て
大
事
に
使
い
た
い
。

Q

ペ
イ
オ
フ
が
来
年
４
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A

こ
れ
ま
で
国
債
、
公
債
な

ど
で
、
中
・
長
期
の
も
の
で
は

平
均
金
利
３
％
強
の
運
用
を
し

て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
資

金
の
４
割
程
度
を
長
期
債
券
運

用
と
し
て
い
き
た
い
。

Q

未
収
金
が
増
加
し
て
い
る

が
、
滞
納
者
へ
の
徴
収
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
４２
ヵ
月
（
約
３

年
半
）
も
支
払
い
を
し
て
い
な

い
人
に
給
水
を
し
て
い
る
の
か
。

A

大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
長
期
滞
納
者
に
は
、

給
水
停
止
を
実
施
し
、
納
付
、

分
納
誓
約
な
ど
を
し
て
も
ら
い
、

時
効
に
な
ら
な
い
よ
う
努
力
を

し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
な
ど
も
検
討
し

て
い
る
。（

全
会
一
致
で
認
定
）
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阪神間の水がめ“一庫ダム”

特
別
・
企
業
会
計
決
算�

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定�
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定�

※
―
―
―

―
―

「
責
任
水
量
」

使
っ
て
も
使
わ
な
く
て

も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
本
料
金
で
あ
り
、

申
し
込
み
水
量
１
万
１
０

０
ト
ン
（
一
日
最
大
使
用
水

量
）
の
７
割
×
年
間
日
数

分
。

あなたも
議会・委員会を傍聴しませんか

議会では、みなさまの身近なことを論

議しています。

まちづくりを一緒に考えてみませんか。

当日、事務局で受付簿に住所・氏名を

記入していただくだけで傍聴できます。

（本会議20名、委員会10名まで）

今後の議会日程（予定）

＊12月定例会
12月10日～24日

＊3月定例会
17年2月25日～3月25日

議事の都合により変更することがあり
ます。
日程については、ホームページでも

ご覧いただけます。

お問い合わせは
議会事務局へ（1766－8710）



問
　
国
の
三
位
一
体
改
革
は
行

政
の
ス
リ
ム
化
、
合
併
効
果
の

基
準
財
政
需
要
額
の
抑
制
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、

税
源
移
譲
に
も
限
界
が
あ
る
。

地
方
行
政
に
新
し
い
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

総
務
部
長

三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
18
年
度
ま
で
に
約
４
兆

円
の
国
庫
補
助
金
等
の
廃
止
・

縮
減
が
行
わ
れ
る
状
況
下
で
、

本
町
の
財
政
運
営
も
経
済
情
勢

等
の
影
響
で
厳
し
く
、
事
業
の

透
明
性
・
定
員
管
理
・
給
与
の

適
正
化
・
民
間
委
託
に
よ
る
経

費
削
減
が
必
要
。
町
債
の
一
括

償
還
の
16
〜
17
年
度
は
歳
出
の

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
不
足

財
源
は
基
金
取
り
崩
し
に
よ
り

財
政
安
定
化
に
努
め
る
中
で
住

民
の
協
力
を
得
た
い
。

問
　
現
在
、
合
併
協
議
会
の
設

置
は
な
い
が
、
合
併
あ
る
い
は

一
部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
等

の
制
度
活
用
の
考
え
は
。

企
画
部
長

本
町
は
今
後
も
独

立
し
た
行
政
団
体
と
し
て
運
営

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
し
か

し
、
合
併
議
論
は
国
・
県
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
住
民
の
意

向
や
議
会
の
意
見
等
、
議
論
が

活
発
に
な
る
中
で
、
あ
る
べ
き

方
向
を
考
え
た
い
。
現
時
点
で

は
広
域
連
合
等
は
考
え
て
い
な

い
。

――第113号 平成16年（2004年）10月28日―⑦

定例会第2日（9月22日）に、7名の議員
が10項目について質問しました。質問（Ｑ）
と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。

― 今回の質問者 ―
¡山h福市 議員 ¡尾川悦子 議員 ¡池上哲男 議員 ¡切通明男 議員

¡時h 巖 議員　¡中島孝雄 議員　¡福井澄榮 議員　

Ｑ
三
位
一
体
改
革
に
対
応
し
た
行
財
政
運
営
は

Ａ
徹
底
し
た
経
費
削
減
が
必
要
と
考
え
て
い
る

山hh 福市議員

本町の行財政運営の行方は



町の考えを聞く� 一 般 質 問 �

問
　
国
保
法
や
老
人
保
健
法
で

は
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を

支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

支
払
い
の
減
免
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。

住
民
生
活
部
長

今
ま
で
申
請

・
相
談
が
な
か
っ
た
か
ら
、
行

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
制
度
に

つ
い
て
被
保
険
者
に
周
知
徹
底

し
て
い
く
。

問
　
国
の
制
度
で
住
民
の
利
益

に
な
る
も
の
の
研
究
を
す
べ
き
。

助
役

住
民
に
不
利
益
を
与
え

な
い
よ
う
、
法
の
趣
旨
を
研
究

・
周
知
し
た
い
。

嘱
託
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て

問
　
県
下
で
嘱
託
職
員
の
採
用

に
期
限
を
設
け
て
い
る
自
治
体

は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

自
治
体
に
よ
り
様

々
。
阪
神
間
で
は
１
市
で
５
年

間
の
期
限
を
設
け
て
い
る
。

問
　
嘱
託
職
員
は
福
祉
・
教
育

分
野
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
分
野
は
、
専
門
的
知
識

や
経
験
を
２
〜
３
年
か
け
て
蓄

積
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職

員
が
次
々
変
わ
る
こ
と
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
か
。

総
務
部
長

引
き
継
ぎ
に
よ
っ

て
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な

い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で

努
力
し
て
い
る
。

嘱託職員の比率が高い保育園

Ｑ 町のあり方報告に対する反応は
Ａ 住民からの反応は特にない

問
　
「
合
併
し
な
い
」
方
向
で

進
む
と
い
う
町
の
あ
り
方
研
究

会
報
告
に
対
す
る
住
民
の
反
応

は
。
合
併
し
な
い
場
合
の
住
民

へ
の
影
響
な
ど
の
情
報
を
も
っ

と
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
必

要
は
な
い
か
。
今
後
、
国
・
県

の
動
向
を
み
て
と
の
結
び
だ
が
、

総
合
計
画
の
策
定
、
町
の
決
意

な
ど
は
ど
う
受
け
止
め
た
ら
よ

い
の
か
。

企
画
部
長

住
民
か
ら
の
反
応

は
特
に
な
い
。
合
併
に
つ
い
て

は
能
動
的
か
受
動
的
か
で
対
応

が
変
わ
る
。「
町
の
あ
り
方
研

究
会
」
は
住
民
へ
の
合
併
問
題

を
考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

た
め
、
内
部
組
織
に
よ
り
研
究

や
検
討
を
し
た
結
果
の
報
告
で
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
住
民

や
議
会
の
意
見
も
聴
き
、
と
も

に
考
え
て
い
き
た
い
。
後
期
総

合
計
画
に
つ
い
て
は
答
申
に
基

づ
き
計
画
を
策
定
し
着
実
な
推

進
を
図
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、

一
地
方
自
治
体
と
し
て
は
国
の

動
向
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
計
画
の
遂
行
が
次
期
の
総
合

計
画
に
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。

問
　
阪
神
各
市
で
は
地
域
福
祉

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
部
長

次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
に
続
き
、
早
い

時
期
に
策
定
し
て
い
き
た
い
。

第113号 平成16年（2004年）10月28日―― ⑧―

池上　哲男議員

Ｑ
国
民
健
康
保
険
法
第
44
条
の
遵
守
は

Ａ
今
後
、
制
度
に
つ
い
て
周
知
徹
底
し
て
行
く

まちづくりフォーラムの様子

尾川　悦子議員



問
　
町
の
事
業
計
画
の
樹
立
方

法
は
。

企
画
部
長

基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
計
画
の
３
段
階
で

構
成
さ
れ
て
い
る
総
合
計
画
に

基
づ
い
て
事
業
施
行
し
て
い
る
。

大
き
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
評
価
監
視
委
員
会
に
は
か
り
、

そ
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
る
。

問
　
楊
津
・
大
島
小
の
統
合
計

画
が
変
更
と
な
っ
た
の
は
。

教
育
部
長

両
校
の
耐
震
診
断

等
の
結
果
か
ら
、
統
合
に
つ
い

て
、教
育
委
員
会
で
検
討
の
上
、

事
業
を
推
進
し
て
き
た
。
し
か

し
、
種
々
の
課
題
や
難
易
性
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
統
合
の
是
非
に
つ
い
て
再

度
検
証
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

早
期
改
修
、
早
期
建
て
か
え
が

必
要
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
時
間

的
な
問
題
、
適
正
配
置
、
財
政

事
情
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、

統
合
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

今
後
は
楊
津
・
大
島
小
の
個

別
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
・
地
域
に
説
明
し
理
解

を
願
う
と
と
も
に
事
業
を
推
進

す
る
。

問
　
本
町
の
福
祉
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
、
乳
・
幼
児
医
療

助
成
は
、
現
在
満
６
歳
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
本
町
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
全
国
的
に
み
て

著
し
く
低
い
状
況
に
あ
り
、
今

後
、
ま
す
ま
す
乳
・
幼
児
、
児

童
の
数
は
減
少
し
て
い
く
。

今
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に

あ
っ
て
は
、
聖
域
な
き
行
財
政

改
革
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い

る
現
状
で
あ
り
、
本
町
も
そ
の

例
外
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
あ

え
て
、「
人
に
や
さ
し
い
町
」「
人

を
大
事
に
す
る
町
」
と
し
て
乳

・
幼
児
医
療
の
助
成
を
小
学
校

３
年
生
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

住
民
生
活
部
長

少
子
化
が
進

行
す
る
背
景
に
は
、
仕
事
と
育

児
の
両
立
、
育
児
不
安
、
さ
ら

に
は
子
育
て
に
か
か
る
経
済
的

負
担
等
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
町
で
は
、
今
年
度

中
に
計
画
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
の
中
で
、
少
子
化
現
象

に
つ
い
て
、
本
町
の
特
徴
や
要

因
を
明
ら
か
に
し
、
総
合
的
な

子
育
て
支
援
の
あ
り
方
を
考
え

る
中
の
一
分
野
と
し
て
、
年
齢

拡
大
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
乳

・
幼
児
医
療
助
成
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

――第113号 平成16年（2004年）10月28日―⑨

まちづくりの基本となる総合計画

時hh 巖議員

Ｑ 乳・幼児医療助成を小学3年までに拡大は
Ａ 総合的な子育て支援のあり方の中で検討

切通　明男議員

Ｑ
事
業
計
画
樹
立
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は

Ａ
総
合
計
画
に
基
づ
き
計
画
を
た
て
る

医療費助成拡大で、子育て支援を



問
　
総
合
案
内
窓
口
を
本
年
４

月
よ
り
場
所
を
玄
関
ロ
ビ
ー
に

移
し
、
管
理
職
が
交
代
で
業
務

に
携
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
１０

月
１
日
よ
り
、
こ
の
窓
口
業
務

を
業
者
委
託
に
変
更
す
る
と
の

報
告
を
受
け
た
。

職
員
の
業
務
を
民
間
に
委
託

す
る
場
合
は
、
コ
ス
ト
削
減
に

な
る
か
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
す
る
場
合
で
あ
る
。

新
た
に
半
年
で
１
３
０
万
円

も
の
予
算
を
つ
け
て
、
本
町
の

地
理
や
地
域
、
庁
舎
内
の
事
情

に
も
暗
い
民
間
会
社
に
委
託
す

る
の
は
理
解
で
き
な
い
。

行
政
改
革
を
掲
げ
、
職
員
の

給
与
カ
ッ
ト
ま
で
実
施
し
な
が

ら
の
今
回
の
変
更
は
全
く
逆
行

す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

管
理
職
が
窓
口
業
務
を
担
当

す
る
必
要
は
な
く
、
一
般
職
員

が
案
内
係
と
し
て
フ
ロ
ア
に
立

ち
、
ど
こ
の
出
入
口
か
ら
来
庁

す
る
住
民
に
も
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

町
長

本
町
の
現
状
で
は
フ
ロ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
、
窓
口

対
応
の
方
が
良
い
と
判
断
し
た
。

す
で
に
休
日
は
庁
舎
管
理
を
委

託
す
る
業
者
で
対
応
し
て
い
る

が
、
住
民
に
も
好
評
で
あ
る
。

今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

よ
り
良
い
方
向
へ
進
め
た
い
。

問
　
９
月
１１
日
敬
老
会
の
席
で

加
茂
　
忍
県
会
議
員
が
「
小
児

救
急
だ
け
で
な
く
、
救
命
救
急

は
豊
能
町
、
能
勢
町
と
も
広
域

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と

い
う
よ
う
な
ご
挨
拶
を
さ
れ
大

き
く
前
進
し
て
い
る
と
思
う
が
。

住
民
生
活
部
長

救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
が
近
く
に
存
在
す
る
こ

と
が
ど
ん
な
に
喜
ば
し
い
こ
と

か
承
知
し
て
い
る
が
、
現
在
は

不
可
能
で
あ
る
。
小
児
救
急
を

阪
神
北
部
の
協
議
会
で
共
同
設

置
に
向
け
要
望
し
て
い
る
。
県

会
議
員
も
こ
の
点
に
つ
い
て
触

れ
た
も
の
と
考
え
る
。

道
の
駅
の
農
産
物
は
顔
の
見

え
る
物
を
販
売
す
る
よ
う
に

問
　
町
外
の
農
産
物
を
仕
入
れ

「
い
な
が
わ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
」
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
売
っ

て
い
る
が
、
日
持
ち
が
悪
い
。

環
境
経
済
部
長

消
費
者
の
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、
町
外

産
も
販
売
し
て
い
る
。

日
生
中
央
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
を
町
も
主
体
的
に

問
　
川
西
市
長
は
川
西
池
田
駅

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
市
が

主
体
的
に
取
り
組
む
と
い
う
が
。

住
民
生
活
部
長

川
西
池
田
駅

の
ホ
ー
ム
に
は
す
で
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
指
摘
の
件
は
駅
周

辺
の
こ
と
。
必
要
性
は
事
業
者

も
認
め
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
働
き
か
け

て
い
く
。

第113号 平成16年（2004年）10月28日―― ⑩―

福井　澄榮議員

中島　孝雄議員

Ｑ 窓口案内業務を、なぜ業者委託に
Ａ 試行錯誤しながら、より良い方向へ

Ｑ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
一
日
も
早
い
設
置
を

Ａ
小
児
救
急
を
広
域
で
県
に
要
望
し
て
い
る

町の考えを聞く� 一 般 質 問 �

「道の駅いながわ」で人気の町内産の野菜

業者委託された総合案内窓口



――第113号 平成16年（2004年）10月28日―⑪

育
林
事
業
を
体
験
し
て

六
瀬
中
学
校
２
年
　
須h

綾
香

大
野
山
の
里
山
育
林
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
数
年
前
に
植
林
さ
れ
た
苗
木
周
辺
の
下
草
刈
り
で
す
。

下
草
刈
り
の
時
、
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
ス
ス
キ
を
刈
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
刈
り
終
わ
っ
た
後
の
す
っ
き
り
し
た
所
を
見
る
と
、
と
て
も
達

成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

将
来
、
私
た
ち
が
整
備
し
た
木
々
が
大
き
く
育
ち
、
立
派
な
里
山
に
な

っ
て
い
る
の
を
見
に
大
野
山
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

青
春
驀
進
！
猪
名
中
魂
！

猪
名
川
中
学
校
３
年
　
伊
矢
田
早
紀

猪
名
川
中
学
校
で
は
九
月
十
八
日
に
体
育

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
候
が
少
し
心
配

で
し
た
が
、
全
校
生
徒
の
熱
い
猪
名
中
魂
が

結
集
し
、
空
の
雲
を
も
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
最
高
の
体
育

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
猪
名
中

魂
を
体
育
大
会
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
祭
や

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

議員研修会を開催
9月1日、本町議員（17名）が参加のもと、

議員研修会を開催しました。
全国都道府県議会議長会前議事調査部長の

野村 稔氏を迎え「議会運営について」をテ
ーマに、議会・議員の役割や、最近の制度改
正などについて講義を受けました。

県全議員研究会に参加
10月19日、本町イナホールで県下61町、

968名の議員が参加のもと（本町17名参加）、
県町議会議長会主催の全議員研究会が開催さ
れました。
慶應義塾大学法学部教授の小林良彰氏から

「日本の行方、政治の行方」をテーマで講義を
受けました。




